
 

２０２０年度 第６回 スポーツ・健康科学研究科委員会議事録 要旨 

 

日時 ： ２０２０年１０月２７日（火）１３時３９分～１５時１５分 

場所 ： 東松山校舎管理棟３階大会議室 

構成員： １７名（定足数９名） 

出席数： １６名（定足数充足） 

欠席者：  １名 

 

《報告事項》 

 １．研究科委員長会議および大学院評議会からの報告について   

①２０２１年度秋季入学試験結果について 

   ②研究推進室からの報告について（大学院生の研究倫理教育受講について） 

   ③全学ＦＤ委員会からの報告について 

   ④大学院における前期オンライン・オンデマンド授業に係る報告について 

  議長より、資料に基づき、２０２０年１０月２６日開催の研究科委員長会議および大学院評議会に

おいて付議された内容について報告があった。 

 

２．教授会の議決をもって研究科委員会の議決とする案件について           

   ①大東文化大学入学者選抜試験規程の改正（案）について 

   ②大東文化大学授業料減免規程および大東文化大学授業料減免規程施行細則の改正（案）につい

て 

 議長より、資料に基づき、本件については研究科委員会の議決を兼ねて、すでにスポーツ・健康科

学部教授会において承認済みであることについて報告があった。 

 

 ３．２０２０年度スポーツ・健康科学研究法授業内アンケート結果について 

  議長の指名により、専攻主任より資料に基づき、オムニバス授業のスポーツ・健康科学研究法内に

おいて大学院生へのアンケートを実施したことの報告がなされた。 

 

 ４．その他 

  特になし。 

 

 

≪報告承認事項≫ 

１．２０２０年度大学院学年暦変更案について 

 議長より、資料に基づき、今年度の大学院学年暦について健康診断の日程が追加されたことによる

変更について報告がなされ、これが承認された。 

 

２．秋季入試時に検温結果３７．５度以上で入構できず受験できなかった受験生を対象とする春季 

入試、スポーツ・健康科学研究科３月入試代替措置について 



 

 議長より、資料に基づき、先般の秋季入試時において新型コロナウィルス感染予防対策により受験

をすることができなかった受験生を対象とする入試代替措置について報告がなされ、これが追認され

た。なお、本件の対象となった受験生はいなかった旨、併せて報告がなされた。 

 

３．その他 

  特になし。 

 

≪議案≫ 

１．２０２１年度予算編成について               

 議長の指名により、事務方より資料に基づき２０２１年度予算編成（案）について報告があった。 

なお、かねてより懸案であった「特別研究ＡＢ用消耗品」の使用方法について、議長より、次年度に

修士２年生を担当する教員にのみ、定められた予算額の中で消耗品費（修士論文指導にあたる院生１

人当たり８万円）として計上していた一部または全額を柔軟に費目の変更を行い計上できるようにす

る旨提案がなされ、これが承認された。これに関して、「特別研究ＡＢ用消耗品」の費目変更および

教育研究用機器備品の購入を検討している教員については、１１月８日までに事務方へメールに配信

するよう要請がなされた。用品費の場合には合せて見積書及びカタログ等を添付することを確認した。 

  このことに関連して、大学院生の研究活動における保険に関する予算計上の必要はないかとの質問

がなされた。これに対して議長より、現在、研究推進室にて大学院生の研究活動を視野に入れた保険

の選定や予算対応、院生の責任の所在等について検討が進んでいるとの報告を受けている旨回答がな

された。 

 

２．２０２１年度事業計画（案）・２０２０年度事業計画中間報告の提出について 

 議長及び事務方より、資料に基づき、２０２１年度事業計画（案）および２０２０年度事業計画中

間報告について説明がなされ、全会一致でこれが承認された。なお、本会議以降、提出までの間に予

算措置と連動して教育研究用機器備品のリプレイスなどの計画・要望を含めた対応の有無に基づき、

変更等が生じた場合は、研究科執行部一任にて修正することについても併せて確認がなされ、これが

承認された。 

 

３．１００周年記念事業計画書の提出について   

 議長より、資料に基づき、創立１００周年記念事業計画書の提出について説明がなされ、今年度に

ついては作成・提出は行わない旨確認された。なお、次年度以降、創立１００周年記念事業について

は検討を進めていく旨併せて確認がなされた。 

 

４．２０２１年度授業方法の検討について   

 議長より、資料に基づき、２０２１年度授業方法について、本研究科については原則として対面式

授業を実施するという大学執行部の方針に基づき、また、本研究科授業の特性上、実験・実習を伴う

こと、受講者も少数であることから、すべての授業を分類①（「三密回避策」を取りえるため対面式

でおこなえる授業）として学務課へ提出する旨の提案がなされ、これが承認された。 

               

５．２０２０年度後期授業実施方法について 



 

 議長より、本研究科における今年度後期授業について、今後、２年生の修士論文や１年生の研究計

画書の提出期限が迫っていることから、大学執行部（感染症対策本部）に対して、研究科委員会全体

の総意として（対面とオンライン併用のハイブリッド方式も考えられるものの）すべての授業におい

て対面での実施を要望する旨の提案がなされ、これが承認された。 

 

６．２０２１年度専攻科目担当教員の審査に関する選考委員会の設置について 

 議長より、今年度をもって退職となる教員の後任として、スポーツ科学分野より候補者が推挙され

た旨報告があり、「大学院スポーツ・健康科学研究科の専攻科目担当基準および専攻科目担当教員等

の選考手続きに関する内規」に基づき、選考委員会の設置が認められた。また、選考委員会の審査報

告は１２月１５日（火）研究科委員会で審議・承認し、１月１２日（火）開催の学部教授会で報告承

認するスケジュールが確認された。また、選考委員が決定され、委員会終了後、委員の互選により委

員長が決められた。 

 

７．大東文化大学「卒業認定・学位授与の方針」（ディプロマポリシー）、 

「教育課程編成・実施の方針」（カリキュラムポリシー）、「入学者受入れの方針」 

（アドミッション・ポリシー）、「アセスメント・ポリシー」の見直しについて 

  議長の指名により、教務委員から資料に基づき、見直し作業を行った結果報告がなされ、これが承

認された。なお、一部文言の修正が必要となった場合の対応については、研究科執行部一任とするこ

とも了承された。このことも踏まえ、今後はカリキュラムマップ原案に着手することの報告がなされ

た。 

 

８．修士１年生研究計画書の提出について    

議長より、資料に基づき、修士１年生の研究計画書を２０２０（令和２）年度学年暦に即して１２

月３日（木）に提出させることについて提案があり、全会一致でこれを承認した。 

             

９．大学院公開説明会（１２月）の実施中止について    

 議長より、資料に基づき、新型コロナウィルスの感染拡大状況に鑑み、１２月５日（土）に予定さ

れていた大学院公開説明会については、７月と同様に「中止」の判断がなされた旨報告がなされた。 

 併せて、議長より、本研究科独自の入試説明会については、入試広報委員に一任のうえ、実施に向

けた検討を要請するとともにＺＯＯＭによるオンライン上での個別説明会を１２月上旬を目途に学

内および学外者に対して同時開催することが確認なされた。 

 

 １０．その他 

  ①議事録（第１回～第５回分）回覧の確認がなされた。 

  ②前年度修了生の修士論文製本への主査・副査のサインのお願いがなされた。 

以上 

 

 

最後に議長は、研究科委員会の終了を宣して、１５時１５分に閉会した。 

 


